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はじめに 

 

 アイヌの人たちは、先史時代から独自の言語と文化を持ち、豊かな自然

の恵みを受けて、自然と共生しながら生活を営んでいた先住民族です。 

 帯広・十勝の歴史は、こうしたアイヌの人たちが暮らしていた大地に開

拓の鍬を入れ、今日の礎を築いてきました。 

近年、アイヌの人たちを取り巻く状況は、「先住民族の権利に関する国

際連合宣言」採択をはじめ、「アイヌ民族を先住民族とすることを求める

決議」の衆参両院本会議での可決、さらには「アイヌ政策のあり方に関す

る有識者懇談会報告書」がまとめられるなど、国内外において関心が高ま

っております。 

本市は、アイヌの人たちに関する施策を総合的に推進するため、全国の

自治体に先駆けて平成７年１２月に「帯広市ウタリ総合福祉推進計画」な

どを策定し、アイヌの人たちの社会的、経済的地位の向上を図るための施

策を推進してきました。 

このほど策定いたしました「第二期帯広市アイヌ施策推進計画」は、こ

れまでの計画の理念を引き継ぎ、「アイヌの人たちの民族としての誇りが

尊重される社会づくり」の実現を目指すものであります。 

施策の推進の基本方向として、「アイヌ民族についての理解促進」、「文

化の振興」、「教育の振興」、「生活の安定と生活環境の充実」の４つを掲げ

ており、今後は本計画に基づきまして、関係機関や市民のご協力のもと、

総合的なアイヌ施策をすすめてまいります。 

 おわりに、本計画の策定にあたり、ご意見・ご協力をいただきました帯

広市健康生活支援審議会委員の皆様や北海道アイヌ協会帯広支部をはじ

めとする関係団体の皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

平成２２年３月 

 

帯広市長 砂 川 敏 文 
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第１ 計画の基本的事項 

 

１．計画の経緯 

 

＜はじめに＞ 

アイヌ民族は北海道などに古くから住み、固有の言語・文化・生活習慣 

  などをもち、自然と共生した生活をおくってきた先住民族であり、我が国 

における少数民族です。 

 これまで、帯広市はアイヌの人たちの施策を総合的にすすめてきました。

さらに、アイヌの人たちの民族としての誇りが尊重される社会づくりのた

めには、アイヌの人たちの主体的な取り組みをはじめ、国や北海道、関係

団体などとの連携により、アイヌ施策を推進していくことが必要です。 

 

＜国等の動向＞ 

国においては、平成９年７月に「アイヌ文化振興法」が施行され、これ

までアイヌ文化の振興等をはかるために様々な取り組みがすすめられてき

ました。 

平成１９年９月には、国際連合総会において「先住民族の権利に関する

国際連合宣言」が採択され、更に平成２０年６月に衆参両院の本会議で「ア

イヌ民族を先住民族とすることを求める決議」が可決されています。 

同年８月には、政府が内閣官房長官の私的諮問機関として「アイヌ政策の

あり方に関する有識者懇談会」を設置し、平成２１年７月に報告書がまとめ

られています。 

一方、北海道においては、今後の基本方向と推進施策を示した「第二次ア

イヌの人たちの生活向上に関する推進方策（平成２１年度～平成２７年度）」

を策定し、施策を推進しています。 

 

＜帯広市の取り組み＞ 

帯広市においては、アイヌの人たちに関する施策を総合的に推進するため

に、平成７年１２月に全国の市町村に先駆けて「帯広市ウタリ総合福祉推進

計画（平成８年度～平成１６年度）」を策定しました。 

平成１７年２月には、計画の一部に修正を加え、計画期間を延長して、「帯

広市アイヌ施策推進計画（平成１７年度～平成２１年度）」と名称を変更し、

アイヌの人たちの社会的、経済的地位の向上を図るために施策を総合的にす

すめてきたところです。 

これまでの計画では、「アイヌ民族についての理解促進」として、生涯学

習施設などでのアイヌ民族に関する歴史や文化に関する展示、アイヌ文化

展、各種講習会などの開催を通して市民の理解促進をすすめました。



２ 

「文化の振興」については、文化の保存のための支援やアイヌ民族文化情報

センター「リウカ」を開設し、情報の収集・発信に取り組みました。 

  また、「教育の振興」については、教育相談員を配置し、教育相談・支援の

充実をはかり、アイヌ子弟の高等教育進学の奨励につとめました。 

次に「生活の自立と生活環境の充実」については、生活相談員を配置し、 

相談・支援の充実をはかり、生活の安定や生活環境などの改善につとめました。 

 

２．計画策定の目的 

   これまで帯広市が実施してきた計画の取り組みの成果と近年の社会状況を

踏まえ、先住民族であるアイヌ民族の誇りが尊重される社会づくりを、国・北

海道・関係団体との連携のもと、総合的、効果的に施策を推進することを目的

に「第二期帯広市アイヌ施策推進計画」を策定するものです。 

 

３．計画の期間 

   計画期間は、平成２２年度から平成３１年度までの１０年間とします。ただ 

し、国及び北海道の関連する計画などとの整合性をはかるために、必要な見直 

しをおこないます。 

 

 

第２ 計画の位置付け 

    

この計画は第六期帯広市総合計画の分野計画として、アイヌ民族に関する総

合的な施策を推進する計画です。 

 

 

第３ 計画の目標と基本方向 

 

計画の達成のために、計画の目標と基本方向を次のとおり定めます。 

 

１．計画の目標 

   アイヌの人たちの民族としての誇りが尊重される社会づくりを目標としま

す。 

 

２．計画の基本方向 

Ⅰ アイヌ民族についての理解促進 

Ⅱ 文化の振興 

Ⅲ 教育の振興 

Ⅳ 生活の安定と生活環境の充実 



３ 

第４ 施策の推進 

 

   計画の目標を実現するためには、アイヌ民族の歴史や伝統などの理解促

進と、今日まで絶えることなく伝承されてきたアイヌ文化の振興、さらに

は、次代を担うアイヌ子弟の教育の振興やアイヌの人たちの生活の安定と

生活環境の充実をはかることが重要であることから、４つの基本方向を中

心に施策を推進します。 

 

基本方向Ⅰ アイヌ民族についての理解促進 

 

 

    

北海道が平成１８年に実施した「北海道アイヌ生活実態調査」によると、

本市のアイヌ民族（※）は１４２世帯、３５２人となっています。 

   アイヌの人たちに対する偏見や差別は減少しておりますが、地域全体が

アイヌ民族に対して正しい理解と知識を有することができるよう、アイヌ

民族の歴史などに対する理解促進をはかる必要があります。 

   

※アイヌの血を受け継いでいると思われる方、また婚姻・養子縁組等によりそれら 

の方と同一の生計を営んでいる方 

 

   

 

   アイヌ民族の歴史、伝統などについての市民への普及と啓発をはかりま

す。また、アイヌ民族についての理解を深めるために、アイヌの人たちの

地域活動を促進します。  

 

    

 

  （１）啓発活動の推進 

① アイヌ民族の歴史や文化の普及をすすめるため、公共施設などを利

用した市民啓発をはかります。 

② 広報紙をはじめとして、多様な啓発活動をすすめます。 

（２）地域活動の促進 

① アイヌの人たちの活動を促進するため、活動拠点である帯広市生活 

館の充実につとめます。 

（３）関係団体への支援 

    ① 社団法人北海道アイヌ協会帯広支部などの活動を支援します。 

    ② 他地域のアイヌの人たちなどとの交流活動を促進します。 

現状と課題 

施策の目標 

主な施策 



４ 

（４）教育などの充実 

① 教育関係者などに向けてのアイヌ民族に関する研修をすすめます。 

② 副読本「おびひろ」のアイヌ民族に関する記述の充実をはかります。 

   ③ アイヌ民族に関する教育の普及をすすめるため、アイヌ文化活動アド 

バイザーなどの積極的な活用をはかります。 

 

 

基本方向Ⅱ 文化の振興 

 

  

 

   「北海道アイヌ生活実態調査」では、「アイヌ文化振興法制定後の変化」に

関する設問で、「アイヌ文化に関する活動が盛んになった」とする人が３９％

と最も多く、活動を推進するためには「活動費の確保」が必要と考える割合が

高くなっています。 

アイヌ民族の独自の文化として、言語や音楽・舞踊・工芸（刺繍、木彫、織

物等）・祭事などがあり、また、自然とのかかわりあいが深いという特色をも

っており、歴史的に貴重なものです。 

アイヌの人たちによって伝承されているアイヌ古式舞踊は、昭和５９年１月

に国の重要無形民俗文化財に指定されており、平成２１年９月にはユネスコ

（国連教育科学文化機関）の選定する無形文化遺産に登録され、世界に誇る伝

統文化となっています。 

これまで、アイヌ民族は自然や環境を大切にして、独自の文化を築いてきま

したが、民族の伝統や文化を受け継いできた人たちの高齢化が進み、その継承

が難しくなってきており、帯広・十勝におけるアイヌ文化を後世に正しく伝え

るため、その保存・伝承につとめる必要があります。 

 

 

 

   アイヌ文化の振興のために、アイヌ文化に対する市民の関心を高めるととも

に、文化の保存と伝承、調査研究をすすめます。 

 

 

 

  （１）知識の普及と啓発 

    ① アイヌ民族の歴史や文化についての知識を深めるため、体験教室な 

どの充実につとめます。 

    ② アイヌ民族文化情報センター「リウカ」の活用や関係機関との連携 

により、アイヌ民族の歴史や文化の情報提供や啓発活動につとめます。 

現状と課題 

施策の目標 

 

主な施策 
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（２）文化の保存と伝承 

① 帯広市指定文化財（昭和５７年１月に指定）である「帯広カムイト

ウウポポ保存会」の活動を支援します。 

② アイヌ語や刺繍、食文化などのアイヌ民族固有の文化や技術の伝 

承・活用につとめます。 

③ 十勝におけるアイヌ文化の拠点づくり（「伝統的生活空間（イオル） 

の再生」事業）を促進します。 

  （３）調査研究の推進 

① 帯広・十勝のアイヌ民族の生活・文化に関する資料の収集及び保存 

など調査研究と情報発信につとめます。 

 

 

基本方向Ⅲ 教育の振興 

  

 

 

「北海道アイヌ生活実態調査」では、義務教育終了後に進学した人は 

９４％となっており、また、大学・短大の進学率は着実に上昇してきてい

ますが、アイヌの人たちが居住する市町村の大学進学率３９％に対して、

１７％と依然として低い状況にあります。 

アイヌ民族の社会的、経済的地位の向上には、進学の奨励をはかり、ア

イヌ子弟の教育水準を高めることが必要です。 

 

 

 

アイヌ子弟の教育の奨励をはかり、人材の育成をすすめます。 

 

 

 

  （１）教育の支援の推進 

    ① アイヌ教育相談員の配置を継続し、教育支援の充実をはかります。 

  （２）進学機会の充実 

① 高等学校、専修学校、大学などへの進学・修学の助成制度の活用を 

働きかけます。 

   

 

 

 

 

現状と課題 

 

 

施策の目標 

 

 

 

主な施策 
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基本方向Ⅳ 生活の安定と生活環境の充実 

 

 

 

   「北海道アイヌ生活実態調査」では、アイヌの人たちのうち、生活保護

を受けている人の割合は、アイヌの人たちが居住する市町村の平均の約 

１．６倍となっています。また、臨時雇用の増加などにより、生活面に不

安を抱えている世帯が多い状況にあることから、生活の安定や就労の促進

をはかることが必要となっています。 

   住宅の状況については、住宅新築等資金貸付制度の活用等により、以前

に比べ持家世帯が増えていますが、今後も引き続き制度の活用をはかって

いく必要があります。  

 

   

 

   生活の安定と就労を促進するため、相談、支援体制の充実をはかります。

また、安定した住みよい環境づくりのため、住宅整備の促進をすすめます。 

 

 

 

  （１）生活の安定 

    ① アイヌ生活相談員の配置を継続し、相談・支援の充実をはかります。 

    ② アイヌの人たちへの各種福祉資金貸付制度の活用を促進します。 

（２）就労の促進 

    ① 公共職業安定所をはじめ、各関係機関との連携をはかり、アイヌ子 

弟の就労促進に取り組みます。 

  （３）生活環境などの向上 

    ① 住宅新築等資金貸付制度を活用し、アイヌの人たちの持家を促進し 

ます。 

    ② 浴室未設置市営住宅の解消につとめます。 

 

 

 

 

現状と課題 

 

 

 

 

 

施策の目標 

 

 

 

 

主な施策 
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第５ 施策の体系 

 

 
 

 

アイヌ民族に 

ついての 

生活環境の充実 

（２）就労の促進 

（３）生活環境などの向上 

（２）進学機会の充実 

Ⅳ 生活の安定と （１）生活の安定 

Ⅲ 教育の振興 （１）教育の支援の推進 

（２）文化の保存と伝承 

（３）調査研究の推進 

（４）教育などの充実 

Ⅱ 文化の振興 （１）知識の普及と啓発 

（２）地域活動の促進 

（３）関係団体への支援 

〔目標〕 〔基本方向〕 〔主な施策〕 

Ⅰ 

 

（１）啓発活動の推進 

理解促進 
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第６ 計画の推進 

 

１．施策の展開 

   

この計画の推進にあたっては、第六期帯広市総合計画をはじめ、関連施

策との整合性をはかり、広く市民の理解を得ながら、社団法人北海道アイ

ヌ協会帯広支部などと連携して、総合的かつ効果的な施策の展開につとめ

ていきます。 

  また、国、北海道の政策などを注視し、社会情勢の変化などに柔軟に対

応するため、弾力的な運用についても十分配慮していきます。 

 

２．計画の進捗管理 

   

計画を推進するにあたり、帯広市アイヌ対策連絡会議を定期的に開催し、

進捗管理につとめます。 


